
令和７年２月２１日 

中野区立武蔵台小学校 

令和６年度校内研究 

研究主題 

自分の考えをもち、意欲的に表現する児童の育成 

～児童同士の関わり合いを通して～ 
 

１ 主題設定の理由 

 近年子どもたちを取り巻く環境は大きく変化し、それに伴い従来の単なる知識の習得ではなく、思考力・

表現力・判断力等の育成が求められている。本校児童は、学習問題に対しての考えをもつことはできている

が、それを適切に文章に書き表したり、友達と伝え合ったりするなど、意欲的に表現することに苦手意識が

ある児童が一定数いることが課題である。また、コロナ禍を通して友達同士の交流が希薄になったことで、

学び合う意識が低くなっていったと考えられる。 

 そこで、本校では児童自身が自分の考えをもち、それをより深い考えにするため児童同士で話し合ったり、

見合ったりすることが意欲的に表現する力につながると考え、本研究主題を「自分の考えをもち、意欲的に

表現する児童の育成 ～児童同士の関わり合いを通して～」に設定した。 

 

２ 研究の内容と経過 

令和６年４月  １日 新年度計画作成 役割分担 

４月２４日 昨年度の研究の成果と課題振り返り 今年度の研究の方向性確認 

６月２６日 分科会ごとに児童の実態・研究主題・授業者について確認 

７月  ８日 児童アンケート実施 

７月１７日 分科会ごとに指導案検討 

１１月１５日 研究授業  ５年３組 

授業者   澤村 優花 教諭 

教科・単元 国語科「固有種が教えてくれること」「自然環境を守るために」 

講師    中野区教育委員会指導室 指導主事 花井 大輔 先生 

１１月２７日 研究授業  ２年２組 

授業者   大澤 駿祐 教諭 

教科・単元 国語科「書いて伝えよう！お気に入りのおもちゃ」 

      教材名「紙コップ花火の作り方」「おもちゃの作り方を説明しよう」 

講師    中野区教育委員会指導室 指導主事 花井 大輔 先生 

１２月１７日 研究授業  ３年３組 

授業者   深井 直人 教諭 

教科・単元 国語科「おすすめの一さつを決めよう」 

講師    中野区教育委員会指導室 指導主事 花井 大輔 先生 

令和７年１月１７日 児童アンケート実施 

３月１２日 今年度の研究のまとめ 来年度の方向性確認 

 



３ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本校児童の実態 

・明るく素直な児童が多い。 

・基礎学力が定着している児童が多いが、学力の上位層と下位層との差は見られる。 

・全体的に学習規律が身に付いており、意欲的に学習に取り組む児童が多い。 

 

 

 

「友達と一緒に考える

ことが好き」と児童は考

えているが、そのことを

皆に発表したいという意

欲に結び付けることがで

きていない。 

本校の授業改善の課題  
 

・思考力・判断力・表現力

の育成 

・個別最適な学び・協働

的な学びの充実 

・GIGAスクール構想 

・価値創造型授業 

 

元気で生き生きとした 

心豊かな子ども 
 

考えよう 

やりぬこう 
助け合おう 

きたえよう 

学 校 教 育 目 標 
今日的教育課題 

 

自分の考えをもち、意欲的に表現する児童の育成 

～児童同士の関わり合いを通して～ 

◆研究仮説 

〇 表現したいことを見付ける工夫   〇 考えを深めるための工夫 

これらの工夫を取り入れた授業を積み重ねることで、自分の考えを表現したいという意欲は高まる。 

◆目指す児童像 

【低学年】自分の思いや考えを互いに伝え、受け止め合うことのできる児童 

【中学年】互いに意見を伝え、受け止め合い、広げた考えを表現できる児童 

【高学年】根拠を基にした意見を伝え受け止め合い、より明確にした考えを表現できる児

童 

〇 表現したいことを見付ける工夫 

  【低】 身近な題材（おもちゃ作り）を設定する 

  【低】 認め合う活動（よいところ探し）を取り入れる 

【中】 日常生活の中から話題を設定する 

  【低】 図書館を活用し、紹介したい本を選ぶ環境を整える 

【高】 児童アンケートを活用し、児童がイメージしやすい身近な事柄をテーマに設定する 

 

〇 考えを深めるための工夫 

  【低】 ICT（自身の活動を画像で保存し見返せるようにする）を活用する 

  【低】 友達に自分の考えを説明する活動を取り入れる 

  【低】 友達と文章を読み合い、よい表現を自分の文章に生かす 

  【中】 思考ツール（クラゲチャート）を活用して、考えを整理する活動を取り入れる 

  【高】 ICT（生成 AI）を活用して、必要な資料を収集する 

  【低】 ICT（「Googleドキュメント」「オクリンクプラス」）を活用して、自分の文章を推敲する 

  【低】 友達と文章を読み合い、よい表現を自分の文章に生かす 



４ 本校児童の実態 

・ICT の活用に慣れており、ICT スキルの吸収力が高い。その反面、紙媒体となると意欲の低下が見ら

れる。 

・低学年は発表することが好きな児童が多い。 

・全体的に、失敗を恐れ、周囲の目を気にしている様子がうかがえる。 

・語彙量が少なく、自分の考えをもち表現すること（話すこと・書くこと）を苦手とする児童が多い。 

 

５ 児童アンケートの結果及び考察 

（１）低学年 

  

   

  

71%

29%

自分の考えを書くことは好きですか。

好き

好きではない

59%

41%

自分の考えを書くことは、得意です

か。

得意

得意ではない

46%

12%

11%

22%

9%

好きではない理由

書くことが思い

つかない

字を書くこと、

漢字が苦手

書き方がわから

ない

言葉が見つから

ない

そのほか

71%

29%

ペアで自分の考えを話すことは好きで

すか

好き

好きではない
57%

43%

ペアで自分の考えを話すことは得意で

すか

得意

得意ではない



  

                        

   

65%

35%

グループで自分の考えを話すことは好

きですか

好き

好きではない
62%

38%

グループで考えを話すことは得意です

か

得意

得意ではない

21%

22%

14%

20%

7%

5%

9%

2%

好きではない理由 恥ずかしいから

緊張するから

間違えたら恥ずかしいから

内容が思いつかない

話し方がわからない

言葉が見つからないから

上手に話せないから

そのほか

92%

8%

友達の話を聞くのは好きですか

好き

好きではない

84%

16%

友達の話を聞くのは得意ですか

得意

得意ではない



 

中学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34%

30%

27%

9%

好きではない理由

理解できないから

聞き取れないから

途中で聞きたくな

くなる

そのほか

 「書くこと」「話すこと」「聞くこと」全ての項目において、「好き」と回答した児童が多く見られた。しか

し、「書くこと」「話すこと」が「得意」かどうかの項目においては、肯定的な意見が低下している。そこか

ら、好きではあるが自信がない児童が一定数いることが考えられる。低学年段階においては、好きと感じて

いる児童が自信をもって学習に取り組むような手だてを考える必要性がある。 

 「書くこと」の苦手な理由として「書くことが思いつかない」が半数を占めた。それに対しては、テーマに

合うキーワードを学級で考えたり、教師の例文を例示したりするなどして書き出しに躓かないようにする必

要がある。 

 「話すこと」の苦手な理由として「恥ずかしい」「緊張する」「間違えたら恥ずかしい」の３項目で半数以上

となった。児童が消極的にならないよう間違えを受け止められるような学級経営を日頃から行うことが必要

であると考えられる。また、ペアやグループでの話合いを増やすとともに、話型を示すことで児童が安心し

て考えを伝え合えるようにすることが重要なのではないかと考える。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「書くこと」「話すこと」「聞くこと」どの項目においても肯定的な意見が多い。 

3つの項目の中で「書くこと」が得意ではないと答える児童が最も多い。 

得意ではない理由として「書くことが思い付かないから」が半数を占め、次に「言葉が見付から

ないから」「漢字が苦手」などが多く挙げられた。実際に書く段階になると自分の考えを文字に起こ

せないことがある。また漢字にも苦手意識をもっていることから語彙の不足、表現方法の仕方につ

いて課題があると考えられる。 

 「話すこと」においては、ペアでもグループでも話すことが得意不得意の割合に変化はあまりな

い。不得意な理由として挙げられているのは「上手に話せない」「話す内容が思い付かない」が多か

った。話すことに緊張してしまうことよりも、話合いの進め方や広げ方が分からない児童が多くい

ると推察される。ある程度話合いの型や話合う回数を増やしていくことで、児童も円滑に話合うこ

とができ、自信につながっていくと考える。 

 



高学年 

「好きではない」を選んだ理由 

① 書くことが思いつかないから 

② 字を書くことや漢字が苦手だから 

③ 言葉が見つからないから 

④ 書き方が分からないから     など 

「得意ではない」を選んだ理由 

① 書くことが思いつかないから 

② 字を書くことや漢字が苦手だから 

③ 言葉が見付からないから 

④ 書き方が分からないから      など 

「好きではない」を選んだ理由 

① 話し方が分からないから 

② 恥ずかしいから 

③ 話す内容が思い付かないから 

④ 上手に話せないから       など 

「得意ではない」を選んだ理由 

① 上手に話せないから 

② 話す内容が思い付かないから 

③ 間違えたら恥ずかしいから 

④ 緊張するから          など 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「書くこと」「話すこと」「聞くこと」どの項目においても肯定的な意見が多い。 

「書くこと」においては、好きではあるが得意ではないと感じている児童が多く見られる。 

 得意ではない理由として「書くことが思い付かないから」「言葉が見付からないから」などが多く

挙げられた。書くことの力を高めるためには、児童一人ひとりの語彙力を向上させることが有効な

手だてになることが考えられる。普段から使っていかないと書くことの力につながっていかないの

で、今後、語彙力を高める手だてを考える必要がある。 

 「話すこと」においては、好きでもあり得意でもあるという児童が多く見られる。話すことが好

きというところから、語彙力を高めることができるのではないかと考えられる。 

 グループで話すことになると、得意ではないと考える児童が多いことから、ペアでの話合い活動

を充実させた後に、グループでの話合いを行えば、人数が増えた話合いでも抵抗感なく行えるので

はないかと考える。 

「好きではない」を選んだ理由 

① 話す内容が思いつかないから 

② 上手に話せないから 

③ 間違えたら恥ずかしいから 

④ 言葉が見付からないから     など 

「得意ではない」を選んだ理由 

① 緊張するから 

② 話す内容が思い付かないから 

③ 間違えたら恥ずかしいから 

④ 上手に話せないから       など 

「好きではない」を選んだ理由 

① 聞き取れないから 

② 理解できないから 

③ 話したくなってしまうから    など 



６ 研究の成果と課題 

【成果】 

・思考ツールや一人１台端末を活用したことで、主体的な学びや対話的な学びにおける様々な手だてを講じるこ

とができるようになった。 

・友達と一緒に考えたり話し合ったりすることで、自分の意見に自信をもつことができ、発表する児童が増えた。 

・書くことや話すこと、聞くことが好きだと考えている児童は、約半数を超えた。 

 

【課題】 

・思考ツールと一人１台端末を活用した結果、表現することに対する意欲と自信を育てることはできつつあるが、

半数弱の児童がまだ表現することへの苦手意識をもっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 研究授業指導案 

第２学年 国語科 学習指導案 

令和６年 11月 27日（水）第５校時 

第２学年２組 児童数  26名 

指導者 大澤 駿祐 

 

１ 単元名 「書いて伝えよう！お気に入りのおもちゃ」 

  教材名 「紙コップ花火の作り方」「おもちゃの作り方をせつめいしよう」（光村図書２年下） 

 

２ 目  標 

・語と語や文と文との続き方に注意しながら、内容のまとまりが分かるように書き表し方を工夫することができ

る。 【思・判・表Ｃ（１）ウ】 

 

３ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①共通、相違、事柄の順序など情

報と情報との関係について理

解している。【（２）ア】 

①「書くこと」において、語と語

や文と文との続き方に注意し

ながら、内容のまとまりが分

かるように書き表し方を工夫

している。【Ｂ（１）ウ】 

①学習の見通しをもち、教材文

を読んで考えたことを伝えよ

うとしている。 

②学習を振り返り、身に付けた

力を今後の学びに生かそうと

している。 

 

②「読むこと」において、時間的

な順序や事柄の順序を考えな

がら、内容の大体を捉えてい

る。【Ｃ（１）ア】 

③「読むこと」において、文章の

中の重要な語や文を考えて選

び出している。【Ｃ（１）ウ】 

 

４ 学年の目指す児童像 

自分の思いや考えを互いに伝え、受け止め合うことのできる児童 

 

５ 本時の具体的な手だてと期待する効果 

（１）具体的な手だて 

   ①生活科でこれまで作ってきたおもちゃを写真で記録しておく。 

   ②おもちゃの記録を見ながら、作り方を自分の言葉で友達に説明する。 

   ③友達の書いた文章を読み、良いところを付箋に書き合い自分の文章に生かせるようにする。 

（２）期待する効果 

   ①作ったおもちゃの記録を振り返ることで、順序の分かりやすい文章を書けることを期待する。 

②前時までの記録を見ながら、自分の言葉で説明しておくことで文章化しやすくなることを期待する。 

   ③友達と文章を読み合うことで、良い表現を自分の文章に生かすことを期待する。



６ 指導計画（全９時間、生活科８時間） 

次 時 〇学習活動 ・留意点 評価と（評価方法） 

第
０
次 

生
活
科 

〇生活科の学習で、動くおもちゃを作る。 

（パッチンガエル、くるくる風車、ストローグライダー） 

 

第
１
次 

１ 

〇生活科で作ったおもちゃの作り方を家の人に書いて伝え

ることを目標にして、学習の見通しをもつ。 

・おもちゃを紹介する相手を設定することで、学習への意欲を高める。  

学習の見通しをもち、教材文を読ん

で考えたことを伝えようとしている。 

（発言・記述【態－①】） 

第
２
次 

２
・
３ 

〇教材文をよく読み、重要な語や文を見付け、紙コップ花火

を作る。 

・順序、数、長さ、位置を表す言葉、写真に関する文に着目

できるようにする。 

「読むこと」において、時間的な順

序や事柄の順序を考えながら、内容の

大体を捉えている。 

（発言・記述【思－②】） 

４ 

〇作り方を分かりやすく伝えるための工夫について、考えた

ことを共有する。 

・作り手の手順の説明では、最初に作る物が提示されている

ことをおさえる。 

・順序、数、長さ、位置を表す言葉や、写真等の資料がある

と分かりやすくなることを気付けるようにする。 

「読むこと」において、文章の中の

重要な語や文を考えて選び出してい

る。 

（発言・記述【思－③】） 

生
活
科 

〇より良い動きができるように動くおもちゃを工夫して作る。 

【取材】 

・おもちゃが完成するまでの過程を写真で記録しておく。 

 

５ 

〇作り方を説明するおもちゃを決めて、作るのに必要な「材

料と道具」を書く。 

〇オクリンクプラスに記録したおもちゃの写真を見ながら、

作り方を友達に説明する。 

・自分が見付けた工夫を説明に加えるようにする。 

共通、相違、事柄の順序など情報と

情報との関係について理解している。 

（発言・記述【知－①】） 

６
（
本
時
） 

〇文章構成と順序を考え、文章を書く。【構成】【交流】 

・作ったおもちゃの記録を参考にして作り方の文章を書ける

ようにする。 語と語や文と文との続き方に注意

しながら、内容のまとまりが分かるよ

うに書き表し方を工夫している。  

（記述【思－①】） 

 

７ 

〇おもちゃの作り方を説明する文章を書く。 

【記述】【推敲】【交流】 

・適宜書いた文章を読み返す時間を作る。 

８ 

〇おもちゃの遊び方を説明する文章を書く。 

【記述】【推敲】【交流】 

・適宜書いた文章を読み返す時間を作る。 

第
３
次 

９ 

〇友達の文章を読み、文章の書き方を工夫していると感じたところを伝え合う。 

【交流】 

・感想を伝え合い、自分と友達の文章の良いところを気付く

ことができるようにする。 

 学習を振り返り、身に付けた力を今

後の学びに生かそうとしている。 

（発言・振り返り【態－②】） 



 

 

７ 本  時（６/９） 

（１）目  標 

  ○ おもちゃの作り方を説明する文章の組み立てと順序を考えて、書くことができる。 

（２）展  開 

段階 
学習活動 

Ｃ：予想される児童の反応 

評価（■）と支援（○） 

指導上の留意点（●） 

導
入 

①前時までの学習を振り返り、本時の見通しをもつ。 

T：今日は自分のおもちゃの作り方を書いていきましょう。 

②「紙コップ花火の作り方」で学んだ書き方の工夫を振り返る。  

Ｔ：筆者は作り方を分かりやすく伝えるために、どのよ

うな工夫をしていましたか。 

Ｃ：数字を書いていました。 

Ｃ：部品の位置を書いていました。 

Ｃ：順序が分かる言葉を使って書いていました。 

●おもちゃの作り方の自分なりの工夫を

想起させる。 

 

展
開 

③教師の例文を読み、書き方を考える。 

Ｔ：先生の文章を読んで、良いところはどこでしたか。 

Ｃ：「まず」、「つぎに」、などの順番を表す言葉を書きま

す。 

Ｃ：長さなどの数字を書いていきます。 

④自分が選んだおもちゃの作り方を説明する文章を考

えて書く。 

Ｔ：自分が選んだおもちゃの作り方を書きましょう。 

Ｃ：「まず」や「次に」とかを使って書きたいな。 

Ｔ：文章を書き終わった人同士で、できた構成を教え合

ってみましょう。そのときに友達の良いところを見

付けるようにしましょう。 

Ｃ：長さの数字を使って書いていました。 

Ｃ：順番を表す言葉を書いていました。 

 

 

 

●例文を読んで挙がった良い書き方を、短

冊にまとめておく。 

 

 

●文の構成は短冊に書き、順序を変えられ

るようにする。 

●書き方に困っている場合は、友達の書き

方を見回るよう声掛けをする。 

■「書くこと」において、語と語や文と文

との続き方に注意しながら、内容のまと

まりが分かるように書き表し方を工夫

している。 （ワークシート【思‐①】） 

〇前時に作ったおもちゃの写真を見なが

ら、説明していたことを文章化してお

き、文章を書き出しやすくしておく。 

●早く終わった児童は、お互いの文章を友

達と読み合う。 

●友達の良いところは付箋に書き、渡す。 

ま
と
め 

⑤学習を振り返り、次時への見通しをもつ。 

Ｔ：〇〇さんの文を読んでみて、良いと思ったことはあ

りますか。 

Ｃ：順番を表す言葉を書いていました。 

Ｃ：具体的に数字を使って書いていました。 

Ｔ：次回はこれをもとに、文章を書いていきましょう。 

 

 

自分がえらんだおもちゃの作り方のメモを書こう。 



 

 

８ 成果・課題 

成果 

・生活科でこれまでのおもちゃを写真で記録したことで、文章を書く手助けができた。 

（順序がイメージしにくい児童にとって、特に効果があった。） 

・付箋を書き合うことで、児童同士の意欲に繋がった。 

・児童同士でワークシートを見合う時間が十分にとれた。 

・短冊を使うことで、メモが書きやすくなった。 

 

課題 

・短く端的にメモを書くという力をつけていく必要がある。 

・交流をすることで、自分の考えにいかすことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第３学年 国語科 学習指導案 

令和６年 12月 17日（火）第５校時 

第３学年３組 児童数 29名 

指導者 深井 直人 

 

１ 単元名 「進行にそって、はんで話し合おう」 

  教材名 「おすすめの一さつを決めよう」 

 

２ 目  標 

目的や進め方を確認し、司会などの役割を果たしながら話し合い、互いの意見の共通点や相違点に着目して、

考えをまとめることができる。【思 A(1)オ】 

 

３ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 比較や分類の仕方を理解し

使っている。【知(2)イ】 

⓵「話すこと・聞くこと」において、

目的を意識して、日常生活の中から

話題を決め、集めた材料を比較した

り分類したりして、伝え合うために

必要な事柄を選んでいる。【思 A(1)

ア】 

⓶「話すこと・聞くこと」において、

目的や進め方を確認し、司会などの

役割を果たしながら話し合い、互い

の意見の共通点や相違点に着目し

て、考えをまとめている。【思 A(1)

オ】 

①粘り強く司会などの役割を

果たしながら話し合い、学

習の見通しをもって考えを

まとめようとしている。 

 

４ 中学年の目指す児童像 

互いに意見を伝え、受け止め合い、広げた考えを表現できる児童 

 

５ 本時の具体的な手だてと期待する効果 

（１）具体的手だて 

   本単元では、①個人活動の場面で、おすすめの本について、本を選んだ理由を書く②グループ活動（意見

交流）の場面で、意見を分類、整理する、という２つの場面において、「クラゲチャート(※)」を活用する。                                    

普段より各教科や特別活動（学級会）において、思考ツールを活用して考えを 

まとめる活動を取り入れ、意見交換しやすい工夫を行ってきた。また、円滑な 

意見交換を支えるために、教科書の音読を行い、自然な形で話型を活用できる 

ようにした。 

※クラゲチャート 

（２）期待する効果 

思考ツールを活用することで、自分の意見や立場、理由などを整理しやすくなったり、それらを相手に伝

えやすくなったりすると考える。本時では、足の部分を付箋にしたクラゲチャートを用いる。付箋をチャー

トと組み合わせ、付箋を動かせるようにすることで、意見交流の際に出てきた意見の分類、整理や比較検討

がしやすくなることから、児童の考えの広がりや深まりを期待している。 



 

６ 指導計画（全７時間） 

段階 時 本時の目標（○）指導上の留意点（★） 評価と評価方法 

第
１
次 

１  １ 

〇学習課題を設定し、学習計画を立てる。 

★教科書 P.36「問いをもとう」に着目し、これまで

の話合いを想起させて、必要感をもって単元の学習

に臨めるようにする。 

・目的を意識して、日常生活の中から話題

を決め、集めた材料を比較したり分類し

たりして、伝え合うために必要な事柄を

選んでいる。（発言・記述【思‐①】） 

・学習課題を理解し、これまでの経験を想

起するなどして、学習する意義を感じな

がら取り組もうとしている。 

（発言・記述【態‐①】） 

 
 

 

２ 

〇話合いの目的と決めることを確かめ、紹介したい本

とその理由について自分の意見をもつ。 

★一人ひとりが考えをもてるように、図書館を活用し

たり考える時間を確保したりする。 

第
２
次 

３ 

〇役割を決め、進め方を確かめる。 

★役割を決めておき、自分の役割を中心に考えられ

るようにする。 

〇デジタル教科書で話合いの例を見て、話し方を確

認する。班ごとに話合いの計画を立てる。 

★適宜一時停止するなどして、ポイントとなる部分

を明確に押さえさせる。 

・目的や進め方を確認し、役割を果たすた

めに大事なことを考えている。 

（発言・記述【思‐②】） 

・役割を果たしながら話し合って考えを

まとめるために、見通しをもって準備を

進めようとしている。 

（観察・記述【態‐①】） 

４
（
本
時
） 

○おすすめの本を班で１冊選ぶための「決め方」につ

いて、班で話し合う。 

○振り返りをする。 

 

★話合いが進行に沿って進められるように、司会のヒ

ントカードを用意し、いつでも確認できるようにす

る。 

・比較や分類の仕方を理解し使っている。

（観察【知‐①】） 

・目的や進め方を確認し、司会などの役割

を果たしながら話し合い、互いの意見の

共通点や相違点に着目して考えをまと

めている。（発言・観察【思‐②】） 

・粘り強く司会などの役割を果たしなが

ら話し合い、学習の見通しをもって考え

をまとめようとしている。 

（発言・観察【態‐①】） 

 
 

 
 

５ 
○おすすめの本を班で１冊選ぶ話合いをする。 

○学習を振り返る。 

 

★「決め方」を基に話合いを進め、理由と共に１冊の

本を選ぶ。 

第
３
次 

６
・
７ 

○話合いの結果や様子を報告し、学習を振り返る。 

★教科書 P.42の「ふりかえろう」や「たいせつ」を

基に、話合いの仕方でよかったところなどを伝え合

って、次の話合いへの意欲をもたせる。 

○読み聞かせをする際の工夫を話し合う。 

○読み聞かせの練習をする。 

・学習したことを、今後の学習活動や日常

生活に生かそうという思いをもってい

る。（発言・記述【態‐①】） 

 

 

 



 

７ 本  時（４／７） 

（１）目  標 

 ○目的や進め方を確認し、司会などの役割を果たしながら話し合い、互いの意見の共通点や相違点に着目し

て、考えをまとめることができる。 

 

（２）展  開 

段階 
学習活動 

Ｃ：予想される児童の反応 

評価（■）と支援（○） 

指導上の留意点（●） 

導
入 

１ 前時までの学習内容を想起する。 

・前時までに好きな本やおすすめしたい本について自

分の意見をもったことを確認する。 

 

２ 本時の学習のめあてを確認する。 

 

 

 

 

展
開 

３ 教科書を読み、話合いの進行の仕方を振り返る。 

 

４ 自分のおすすめの一冊を、班に紹介する。 

・クラゲチャートのふせんに書いた「推しポイント」

を基に発表する。 

 

５ 「推しポイント」を班で整理、分類していく。 

・分類の仕方は、班ごとに話し合いながら決めていく。 

Ｃ：この３つは「ストーリー」でまとめられるね。 

Ｃ：絵がかわいいと、文が読みやすいは違うまとまり

だね。 

 

６ 決め方を話し合う。 

Ｃ：「ストーリー」で決めるといいと思います。話が面

白いと、一年生が夢中になって楽しめると思うか

らです。 

 

７ 決まった決め方とその理由を発表する。 

●話合いの最中も確認できるように、話合い

の進行の仕方を黒板に掲示する。 

○自分で書いたクラゲチャートを見ながら発

表することにより、自信をもって発言でき

るようにする。 

 

■比較や分類の仕方を理解し使っている。 

（観察【知‐①】） 

■目的や進め方を確認し、司会などの役割を

果たしながら話し合い、互いの意見の共通

点や相違点に着目して考えをまとめてい

る。（発言・観察【思‐②】） 

○相手の意見を受け止めて考えることができ

るように、声を掛ける。 

○安直な多数決にならないよう、声を掛ける。 

■粘り強く司会などの役割を果たしながら話

し合い、学習の見通しをもって考えをまと

めようとしている。（発言・観察【態‐①】） 

ま
と
め 

８ 学習を振り返る。 ●ワークシートを用意し、振り返りの視点を

明確にする。 

【授業観察の視点】 

・思考ツールは、自分の意見や立場、理由などを整理したり、それらを相手に伝えやすくなったりする手だてと

なっていたか。 

・付箋を用いることで、互いの意見の共通点や相違点に着目して、考えをまとめやすくなっていたか。 

 

 

 

めあて 進行にそって、本の決め方を話し合おう。 



 

８ 成果と課題 

〇10分程度の短い話合い活動を定期的に取り入れたことで、協力してスムーズに話し合うことができた。 

〇司会進行の仕方を書いたヒントカードが、司会者の進行の手助けになった。 

〇付箋に意見を書き、それを集約することで意見の分類・整理がしやすくなる。 

〇本の中身を見せながら推しのポイントを示していたので、根拠が強まっていた。 

〇児童の意見を基に、本の選定条件を分類・整理していく。 

 

●教師により読み聞かせ相手が決まっていたため、子どもたちの本を選ぶ自由度が狭まってしまっていた。 

●付箋に書いた文章を読むことや分類わけに集中してしまい、本の精選について詳しく検討する時間を確保する

ことが難しかった。 

●グループでの話合いが、児童の思考の整理につながりにくい。 

●誰の意見か分かるよう付箋の色を変えると良い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第５学年 国語科 学習指導案 

令和６年１１月 15日（金）第５校時 

第５学年３組 児童数３１名 

指導者 澤村 優花 

 

１ 小単元名 「固有種が教えてくれること」「自然環境を守るために」 

 

２ 目  標 

  引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することがで

きる。 

 

３ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①原因と結果など、情報

と情報との関係につい

て理解している。 

②日常的に読書に親し

み、読書が、自分の考

えを広げることに役立

つことに気付いてい

る。 

①「書くこと」において、引用したり、

図表やグラフを用いたりして、自分の

考えが伝わるように書き表し方を工

夫している。 

②「読むこと」において、事実と感想、

意見などとの関係を叙述を基に押さ

え、文章全体の構成を捉えて要旨を把

握している。 

③「読むこと」において、目的に応じて、

文章と図表などを結び付けるなどし

て必要な情報を見付けたり、論の進め

方について考えたりしている。 

①粘り強く文章と図表などを

結び付けて読み、学習の見通

しをもって、読み取った筆者

の工夫をいかして統計資料

を用いた意見文を書こうと

している。 

 

４ 高学年の目指す児童像 

根拠を基にした意見を伝え受けとめ合い、より明確にした考えを表現できる児童 

書くことにおいて何度も推敲し、自分の考えを表現できる児童（５年生） 

 

５ 本時の具体的な手だてと期待する効果 

（１）具体的な手だて 

 ①教師主導で生成 AIを活用し、自分の書く文章のテーマに必要な資料を収集させる。 

 ②意見文のテーマは教科書に提示されているテーマではなく、児童にアンケートをとり「環境を守る」「命を守

る」という２つのテーマから、１つを選択できる形をとる。 

 

（２）期待する効果 

 ①生成 AIを通してどのような資料が必要かを知り、より説得力のある文章を書くことができる。 

 ②文章を書く際にテーマが広すぎると何を書いていいか分からずに作業がとまってしまう姿が見受けられる。

そのため、本単元では身近なテーマを選択することで児童が考えを書きやすくなることを期待する。 



 

６ 指導計画（全 1１時間） 

次 時 ○学習活動 ・指導上の留意点 評価規準と評価方法 

第
１
次 

１ 

○教材文を読んで感想をも

ち、学習の見通しを立て

る。 

○「〇〇を守る」という文章

を書く。（１回目） 

・学習の流れを配布し、今後いつ

でも確認できるようにする。 

・文章を書くことへの抵抗感を減

らすため、原稿用紙ではなく、罫

線の用紙を使用する。 

学習の見通しをもって、意見

文を書こうとしている。 

（記述【態‐①】） 

第
２
次 

２ 

○文章構成を押さえて筆者

の論の進め方を確認し、

文章の大体を捉える。 

・全文シートを活用し、文章の構

成を一目で分かるようにする。 

 

原因と結果など情報と情報

との関係について理解してい

る。（発言・記述【知-①】） 

３ 

○「中」の部分の論の展開

の工夫を読み取る。 

 

 

・全文シートの資料を最初は抜い

ておき、資料があることで読み

やすくなることを実感できるよ

うにする。 

「読むこと」において、目的

に応じて、文章と図表などを結

び付けるなどして必要な情報

を見付けたり、論の進め方につ

いて考えたりしている。 

（発言・記述【思-③】） 

４ 

○「はじめ」「終わり」に書

かれてる筆者の主張や工

夫を読み取る。 

・読み取った内容を自分の文章に

活用できるよう「読みの技」と

していつでも確認できるように

する。 

「読むこと」において、目的

に応じて、文章と図表などを結

び付けるなどして必要な情報

を見付けたり、論の進め方につ

いて考えたりしている。 

（発言・記述【思-③】） 

５ 

○文章と資料のつながりや

筆者の論の進め方を捉

え、要旨をまとめる。 

 

・要旨をまとめる際は、Googleド

キュメントを使用し、簡単に字

数を確認したり書き直したりで

きるようにする。 

「読むこと」において事実と

感想、意見などとの関係を

叙述を基に押さえ、文章全

体の構成を捉えて要旨を把

握している。 

（記述【思-②】） 



 

６ 

○筆者が資料を使った意図

や効果を考える。資料の

効果に触れながら、筆者

の考えや説明の工夫につ

いて、自分の考えをまと

める。 

・考えをオクリンクプラスで共有

し、他の人の考えも簡単に確認

できるようにする。 

・自分が文章を書く際に、より的

確な資料・データを利用するた

めに、生成 AIを活用する。 

原因と結果など情報と情報

との関係について理解してい

る。 

（発言・記述【知-①】） 

 

第
３
次 

７ 

○モデル文を基に、「初め」

「中」「終わり」で書くこ

とを確認し、構成メモを

作成する。 

・オクリンクプラスを活用し、付

箋にメモを作成する。 

「書くこと」において、引用

したり、図表やグラフを用いた

りして、自分の考えが伝わるよ

うに書き表し方を工夫してい

る。 

（オクリンクプラス【思-①】） 

８
【
本
時
】 

○資料をもとに「初め」

「中」「終わり」で書くこ

とを確認し、構成を考

え、文章を書く。（２回

目） 

・オクリンクプラスを活用し、付

箋にメモを作成する。 

「書くこと」において、引用

したり、図表やグラフを用いた

りして、自分の考えが伝わるよ

うに書き表し方を工夫してい

る。 

（オクリンクプラス【思-①】） 

９ 

○構成メモを基に、自分の文

章を書く。（２回目） 

・オクリンクプラスを活用し、作

成した付箋を見ながら文章を書

くことで、文章をスムーズに書

けるようにする。 

読み取った筆者の工夫をいか

して統計資料を用いた意見文

を書こうとしている。 

（記述【態‐①】） 

第
４
次 

１０ 

○書いた文章を読み合い、

感想を伝え合う。 

・交流を活性化するために、「資

料を効果的に活用しているか」

「初め・中・終わりの文意は通

っているか」という視点を提示

する。 

日常的に読書に親しみ、読

書が自分の考えを広げること

に役立つことに気づいてい

る。 

（発言・記述【知-②】） 

１１ 

○他の人の文章を読んだり、

自分の文章を読み直して

気付いたことを直し、最後

の文章を書く。（３回目） 

・今まで書いた文章は画用紙に貼

り、保管しておくことで、これま

での文章と比べ、自分の文章の

変化が実感できるようにする。 

読み取った筆者の工夫をい

かして統計資料を用いた意見

文を書こうとしている。 

（記述【態‐①】） 



 

７ 本  時（８／1１） 
（１）目  標 
  ○自分の考えに合った資料を選び、「初め」「中」「終わり」の構成を考える。 
 
（２）展  開 

段階 
学習活動 

Ｃ：予想される児童の反応 
評価（■）と支援（○） 
指導上の留意点（●） 

導
入 

①前時の学習を振り返り、本時のめあてを確認する。 
 

 

●振り返りシートを活用し、これまでの学習を

振り返る。 

 

展
開 

②前時から始めている、構成メモの書き方を再度確認

し、個人で作成する。 

 

③構成メモを同じグループの友達に見せ、付け足しや

感想を付箋に書いてもらう。 

視点 

 ・意見と選択した資料が合っているか。 

 ・「初め」「中」「終わり」の構成ができているか。 

 

C：この資料は自分の考えと合っていて、いいと思う。 

C：初めと終わりのつながりがよくないから、終わり

をもう一回見直すといい。 

C：中の例が少し短いから、もっと具体的に書けると

いいと思う。 

 

●オクリンクプラスを使い、メモを作成する。 

 

●共有する際に、視点を提示し確認し合う内容

を絞る。 

 

●②③は何回でも繰り返していいことを伝え

る。 

 

〇資料を選んだ理由が書けない児童には、話合

いで得た意見を後で記入するように伝える。 

 

■「書くこと」において、引用したり、図表やグ

ラフを用いたりして、自分の考えが伝わるよ

うに書き表し方を工夫している。 

（オクリンクプラス【思－①】） 

④友達が付け足した付箋を参考に、構成メモを完成さ

せ、文章を書き始める。 

 

●共有後の付箋の色を変えることで、児童が共

有したことをどのくらい活用したのか分かる

ようにする。 

●構成メモが完成した児童から、文章を書き始

めても良いことを確認する。 

ま
と
め 

⑤本時を振り返り、次時の見通しをもつ。 

・自分一人だと不安だったが、友達の付箋を見て資料

が合っていると実感できた。 

・一回目に文章を書いたときには、内容が分からなか

ったが、教科書の文章を読んだことで内容が深ま

り、文章が書きやすくなった。 

〇振り返りが書けない児童は、一緒に振り返り

の視点を確認する。 

 

 

 

 

本時のめあて 

構成メモを完成させ、２回目の文章を書こう。 

構成メモを完成させよう。 



 

8 成果と課題 

【成果】 

・オクリンクプラスを用いることで、児童の思考の手助けとなった。 

・総合的な学習の授業の展開と関連させることで、児童にとって考えやすい題材になった。 

・グループ活動を取り入れることで、手が止まる児童が少なく、意欲的に取り組むことができた。 

【課題】 

・資料からの読み取りはできていたが、そのことが自分の課題の根拠になったか微妙なところである。そのため、

より根拠付けた文章にするためにはどうしたらよいか考える必要がある。 

・今回は自分の課題について資料を見付け、根拠付けて文章を書くという目標であったが、どうしても交流時に

誤字・脱字等に目がいってしまう児童もいた。全ての児童がより良い文章にするためにどうしたらよいか考え

ることが非常に難しいため、その部分の手だてを今後検討する必要がある。 

・児童の発達段階に応じた個別最適な学びにするためにも、より自由度の高い学習形態を今後検討していく必要

がある。 

 


